
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〔講演概要〕 

〇Ａくんが運動場で突然倒れた！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 「子供の健康を守る講演会」  

令和 5年 12月 7日（木） 於 OKBふれあい会館 参加 154名 

演題：『教育現場における緊急時対応』  

～AEDとアドレナリン自己注射薬を躊躇なく 

自信を持って適正に使用するために～ 

講師：岐阜県総合医療センター  小児科 松波 邦洋 医師 

 

 



 



〇緊急時の対応の秘訣はＪＫ（ＪＵＮＢＩ：準備 ＫＡＫＵＧＯ：覚悟） 

〇アナフィラキシー対応の秘訣はＪＫ（ＪＵＮＢＩ：準備 ＫＡＫＵＧＯ：覚悟） 

 

 

 



〇アナフィラキシーは気づくことがすべての始まり！ 

 

平成 24 年 12 月 
東京都調布市 事例 



〇「打たないで」と言われたとき・・・ 

 

〔受講者の感想〕 

・子供たちの命を守るために、研修会において資料提案、シミュレーション研修、イメージトレ

ーニング等はしています。しかし、覚悟の揺らぎの面が課題です。期を逃さない判断をするこ

ととそのためにもチームで対応することを改めて痛感しました。早速校内で話題にします。 

・本校に来年度入学するエピペンを所持した児童に自信をもって対応ができるよう、参加しまし

た。緊急時に自分が迅速に動けると自信はありませんが、準備を行い学校として子供達の命を

救う揺らがない覚悟をもった対応ができるよう研修を行っていく大切さを改めて感じました。 

・事例をもとにわかりやすい内容で勉強になりました。準備や覚悟もしているつもりですが、自

信がありませんでした。今回の講義、松波先生に背中を押してもらえた気がしました。学校全

体で今回の内容を共有していきます。 

・子供たちの命を守るためには、最悪を想定して、覚悟を持って対応すること、日常から準備を

していくことが必要だと思いました。アナフィラキシーを起こした子どもが保健室に来室した

と考えると、落ち着いて処置ができるのか不安ですが、今日お話を聞いたことを思い出し、覚

悟を決めて、命を救いたいと思いました。 


